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　本地区は、静岡県賀茂郡東伊豆町及び河津町に位置し、伊豆半島東岸山間部の急傾斜地に分散した小規模農地の一部で柑橘の栽培が行われている。

　これまで地区内では、農地の平坦化及び耕作道路の拡幅等の基盤整備が遅れている。また、農道も狭小であることから、運搬などの農作業に多大な労力を要して

おり、効率的で生産性の高い農業の展開を阻害する要因となっている。

　このため、ほ場整備による区画拡大及び農道の整備を行い、効率的で生産性の高い優良農地を確保するとともに、高収益作物導入等施設の整備を行い、高収益

作物である柑橘や花きの導入を推進することによって、農業者の所得の向上を図り、もって地域の特色ある農業の確立に資するものである。

（変更無し）

（令和８年１月現在）

※現況畑面積は0.03ha。

東伊豆町・河津町

合 計

事業名

中山間地域農業
農村総合整備事

業

計
備 考

市町村名 (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha)

18.0 

現況地目 水田 畑 樹園地 採草放牧地 農用地計 山      林 そ  の  他

6.6 0.0 8.8 - 15.4 1.8 0.8 

(ha)

6.6 0.0 8.8 - 15.4 1.8 0.8 18.0 

第 １ 章

第 ２ 章

第 １ 節

目 的

（第１表）

地 域 及 び 地 積

地 域

地 域

（第２表）

中 山 間 地 域 農 業
農 村 総 合 整 備 事 業

地 積

事 業 名

静岡県賀茂郡東伊豆町稲取、河津町見高

第 ２ 節

－ 5 －



１ ．　一　般　気　象

年 ～ 年 ～ ～

℃ ℃ ℃

㎜ ㎜ ㎜

㎜ ㎜ ㎜ 昭和39年を基準年とする

日（月平均 日（月平均 日（月平均

日（月平均 日（月平均 日（月平均 昭和39年を基準年とする

２ ． 特 殊 気 象

３ ． 海　　　　　象

14
H.4.7.29～

8.1
1/3

既 往

H.11.12.9～
12.23

1/4

さ く 望

1/7 15

H.1.6.14～
6.25

1/13 369
S.63.8.9～

8.20
1/10 3601/13 398

さ く 望

平 均 満 潮 位

(ｍ)(ｍ)

上 下 弦
平 均 潮 位

(ｍ)(ｍ) (ｍ)

最大連続干天日数 (日) 30
H.7.7.24～

8.22
1/51 23

H.10.12.9～
12.31

1/18

S.51.7.11 271 H.5.7.5 223

備　　考

稲取観測所は発生確率の
データなし

以下、石廊崎データ
137 S.56.10.22 1/12

S.59.6.7～
6.27

1/9 325
H.5.6.29～

7.5
1/6

最 高 潮 位

18
H.9.8.8～

8.25

222 H.15.8.15 218 H.5.11.13

S.57.8.17 1/12

最 大 連 続 雨 量 (㎜) 399
S.60.6.18～

7.13

H.1.6.16 1/18 140 H.4.10.9 1/14 138最 大 ４ 時 間 雨 量 (㎜) 258 S.45.9.29 1/704 148

H.18.8.8

観 測 所 名
第 １ 位 第 ２ 位 第 ３ 位 第 ４ 位 第 ５ 位

稲 取 観 測 所

73 H.2.9.30

最 多 風 向 NNE 最 大 風 速 瞬間最大 48.3 ｍ／ｓ

観 測 期 間 数

78 H.25.7.18 77 H.15.7.10

年 月 日

最 大 時 間 雨 量 (㎜) 88 H.16.9.4 81 R.4.9.24

発 生 数 発 生
年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日

量確 率 量

発 生 数 発 生 数 発 生 数

備 考

1,473 885 2,358

基 準 年 （㎜）

日 日間

月 日 ～ 日間

無 霜 期 間 月 日 ～ 月

根 雪 期 間 月 日

120

基 準 年 （日） 日） 日）
降 水 日 数

平 均 （日） 68 11 日） 52 9 日）

降 水 量
平 均 （㎜）

月 3 月 又 は 平 均観 測 期 間 1991 2020 4 月 9

観 測 所 名 稲取　観測所 か ん が い 期 非 か ん が い 期 計

平 均 気 温 (℃) 21.2 11.1 16.2

月 10

30

既 往 上 下 弦

確 率 確 率

最 大 日 雨 量 (㎜) 466

～

M 37 ～ H

実 測 地

観測所名

観測期間 年 年

（第３表-1）

現 況

気 象 及 び 海 象第 １ 節

第 ３ 章

（第３表-2）

量

10 日）

日）

確 率 量 確 率 量

（第３表-3）

備 考

(ｍ)

平 均 干 潮 位 最 低 潮 位平 均 満 潮 位

(ｍ)

平 均 干 潮 位

－ 6 －



１ ． 地形、土壌及び侵食の程度

° ° ° ° °

～ ～ ～ ～ ～ ～

° ° °

最高：小杉山、最低：田尻

（ｈａ）

 (区)名

※四捨五入による表示のため、各地目の合計面積と計が合わない場合がある。

灰

CL Lic

CL

静岡県
土地分類
基本調査

白田３統 褐 - 含 - LC

含

3.6

事

業

名
中

山

間

地

域

農

業

農

村

総

合

整

備

事

業

項 土 壌 統 （ 区 ） 区 分 一 覧 表

白田１統 黒

Lic - 水積(崩積)大幡野２統

 土 目

色

- 水積(崩積)黒 含 - -

 壌統 表土 下 層 土 黒泥層及び 様

植 層 一　層 二　層

田 畑

三　層 グ ラ イ 層 式

土 性 積

- 含 - SiL LC

非固結火成岩

6.7

LC CL - 水積(崩積) 非固結火成岩

CL

面  積 (ha)

55

泥  炭  層

55 45 100 3

土 壌 断 面

腐 礫
酸化

沈澱物

比  率 (％) 97

6.6 0.3 8.5

97

100

地　　目 田 畑 受 益 地 標 高

計 計

（ｍ）

傾　　斜

20 以  上

100

8.8 228 8

比  率 (％)

(ha)

以 下 1/100 1/20 1/11.5

8 15 201/1000 1/100 1/20 1/11.5 3 3 備 考

材

6.6 0.3 8.5 8.8

45 100 3

3.0

- L

面 積

計

1/1000

以  上

(％)

堆 母

区　　分

- 水積(崩積) 非固結火成岩

面  積

第 ２ 節 土 地 状 況

稲取統

事

業

名

区　　　分

合計

8.8 15.5
非固結火成岩

年 平 均 流 亡 速 度

大なるもの

ガ リ 侵 食 の 程 度

０％ ５㎜ 以上３㎜～５㎜０㎜ ３㎜ 未満０％～２５％ ５０％以上

（第４表-1-3）

備 考
中程度のもの２５％～５０％

土 壌 の 流 亡 率

最　 低

-

（第４表-1-1）

（第４表-1-２）

備　　考

LC

中山間地域農業農村総合整備 事業

以下 8 15

最　 高

比　率

3.6

(ha)面　積

3.0

－ 7 －



２ ． 土　地　分　類

～ ～ ～ ～ ～ ～

４ ． 土　地　所　有　の　状　況 （令和８年１月現在）

事業名

中山間
地域農
業農村
総合整
備事業

受 益 者 数 (人)

93
（関係戸数）
備 考 93

所有権権 利 関 係

223 223

93

筆 数 (筆)

18.0

計
 区    分

面 積 (ha)

所 有 別 
個 人 所 有 国　　　　有 県　　　　有 市　　　　有

事

業

名

中山間地
域農業農
村総合整
備事業

計

河津町

1.8 0.8 18.06.6 0.0 8.8

0.6 14.6

（ｈａ）

東伊豆町

その他の

土地利 
耕 地

2.4 0.0 0.3 0.5

（ｈａ） （ｈａ） （ｈａ）

山 林

原 野 そ の 他

（ｈａ） （ｈａ） （ｈａ）

※

用 材 林 薪 炭 林
放 牧 地

 市 町
 村 名 （ｈａ） （ｈａ） （ｈａ） （ｈａ） （ｈａ）

計
備 考

用別 採 草

水 田 普 通 畑

（第４表-4）

（第４表-3）

0.2 3.4

4.2 8.5 1.3

※四捨五入による表示のため、各地目の合計面積と計が合わない場合がある。

樹 園 地
牧 草 地 果 樹 園 茶 園

級地別

 市町村名

計

（ｈａ）

三 級 地 備 考

18.0

93

(ha)

計

（ｈａ）

(ha)

※
１５°

１２°※ ３°

干 拓

８°

三 級 地

級地別 農 用 地 造 成

二 級 地

（ｈａ） （ｈａ）

二 級 地一 級 地

（ｈａ）

３ ． 土　地　利　用　の　状　況

四 級 地

１２°

計

 市町村名

※

３０°
以上

２０°
３０°２５°

(ha)

２５°１５°
２０°

(ha) (ha)(ha)(ha)

備 考

(ha)

計

(ha)

（第４表-2-1）

（令和８年１月現在）

は傾斜以外の要因によるもの。

（事業実施地域) 

（第４表-2-2）

四 級 地

(ha)(ha)

一級地

(ha)

８°

－ 8 －



１ ． 用　水　状　況

用　水　系　統

該当なし

用　水　施　設

取　水　方　法　一　覧　表

改 修 を 要 す る 施 設 一 覧 表

事
業
名 (ha)

揚 水 機

規 模

延 べ 取 水 量

㎥/s

備 考

揚 水 機

そ の 他

(箇所)

計

（第５表-2）

新設又は更新年

井 堰

用 水 路

 施設名

項 目

自然取入口

そ の 他

構 造

（イ）

貯 水 池

受 益 面 積

第 ３ 節

ha ha箇 所

事
業
名

水 利 権

井 堰

自然取入口

水 利 状 況

（１）

（２）

（ア）

100

か ん が い 面 積

 ha以下

 施 設 名

項    目 

箇 所

貯 水 池

改 修 を 必 要 と す る 理 由

計

備 考

（第５表-1）

箇 所 ㎥/s

慣 行 水 利 権計

㎥/s箇 所

箇 所 数

－ 9 －



用 水 に 関 す る 被 害 状 況

用 水 不 足 に よ る 被 害 状 況

そ　の　他　の　被　害　状　況

(百万円)(ha)

畑 計 農 業 施 設 公 共 施 設 計家屋その他

℃

水 田

想 定 被 害 面 積

そ の 他

（第５表-3-3）

備 考

（第５表-3-2）

水 質 被 害 量

最 低

水 温

℃ｈａ

計

想 定 被 害 額

農 地作 物
備 考

ｔ

計

千㎥

（４） ため池決壊の場合の想定被害状況

事 業 名

（第５表-3-1）

ｈａ 千㎥ ㎥/S ㎥/S

基 準 年

ｔ

作 物 名
かんがい期最大不足水量 備 考

（イ）

平 均

かんがい期総不足水量

項    目 

 系 統 名

不 足 水 量

か ん が い
面 積

最 高

（３）

平 均 減 産 量

減 産 量

（ア）

千㎥

平 均 基 準 年

事

業

名

時 期 別

事

業

名

か ん が い
面 積

現 況
必 要 水 量

－ 10 －



２ ． 排　水　状　況

排　水　系　統

虎丸：田、樹園地⇒自然渓流へ排水、田尻：田⇒普通河川田尻川へ排水、中川：田、畑、樹園地⇒二級河川稲取大川へ排水、小杉山：田、畑、樹園地⇒自然渓流へ排水

排　水　施　設

排　水　方　法　一　覧　表

改 修 を 要 す る 施 設 の 一 覧 表

中
山
間
地
域
農
業

農
村
総
合
整
備
事
業

計

機械

排 水 機

水門及び排水機

合　　　　　　計 4 6.7        

改 修 を 必 要 と す る 理 由 備　　　　　　考

不明
樹園地化により盛土造成を行
うため

排水路及び排水機

6.6      

規 模

6.7 土水路

水 門

又は

 施 設 名 箇所数

自然
排 水 路

4

項    目 

計

新設年又は更新年

施設名 受 益 面 積

（ha）
構 造

4 6.6      4

水門及び排水機

水 門

排水路及び排水機

4 6.6 4 6.6

箇  所

排 水 路

施 設 名

不明 不明

項    目

ｈａ 箇  所 ｈａ （㎥/S） （㎥/S）箇  所

（第５表-4）

（第５表-5）

排 水 慣 行 現況排水能力
備　　　　　　　　　　　　　　　考

ｈａ箇  所 ｈａ

（ア）

事

業

名

（１）

（２）

事

業

名

排 水 面 積
計

500 ｈａ以上 500 ha

自然

（イ）

～ 100 ha 100 ｈａ以下

機械

排 水 機

中
山
間
地
域
農
業

農
村
総
合
整
備
事
業

－ 11 －



排 水 に 関 す る 被 害 状 況

３ ． 河　川　状　況

河 川 の 現 況

・ ・

洪 水 に 関 す る 被 害 状 況

基準年

上
幅

高 さ

項 目

備 考
(㎥/s)(㎥/s)

勾 配 下
幅

断 面

流 路 状 況

農 用 地 農 用 施 設 作 物 公 共 施 設

（２）

項 目

区 分 (千円)

（１）

計

過 去 の 最 大 被 害 額

平 均 被 害 額

平 均 減 産 量

湿
(t)

減 産 量
そ の 他

乾 湿 状 況 (ha)

合 計

(千円) (千円)

既往最大洪水量

備 考
(千円)

平　均

河 川 名

（第５表-6）

基準年

平　均

作 物 名

(hr)

（第５表-7）

（第５表-8）

湿
(ha)

安 全 洪 水 量

降 水 量

乾

備 考

乾

基準年

系統名

湛水深

(cm)

湛 水 状 況

(千㎥)

田 樹 園 地
湛水量

湛 水
時 間

湛 水
面 積

湿乾

平　均

事

業

名
(ha)

項　目

(mm)

排水面積

（３）

－ 12 －



１ ． 道　路　概　況

　道路は、海岸沿いを南北に通る国道135号線とそれから延びる基幹農道見高稲取線及び一般農道稲取線が町内の主要な集落を結ぶ道路としての重要な

役割を担っている。

２ ． 主 要 道 路 一 覧 表

940,000

4,250

Ｎｏ

2,840

備 考

国 道 135 号 線

基 幹 農 道 見 高 稲 取 線

一 般 農 道 稲 取 線

As舗装

As舗装

有 効

6.5

東伊豆町・河津町

5.5

(ｍ)

（ｍ）

全 幅

（第６表）

6.5

6.5

5.5

5.5 As舗装

無

第 ４ 節 道 路 の 状 況

管 理 区 分 別

無

改 修 の 要 否

無

東 伊 豆 町

静 岡 県

路 線 名
延 長 幅 員

構 造

－ 13 －



１ ． 産 業 別 就 業 人 口

２ ． 経営耕地広狭別農家数及び耕地の分散状況並びに専業別農家数

2020年  農林業センサスより

３ ． 動 力 農 機 具 及 び 主 要 家 畜 頭 数

2020以降調査なし

2015年  農林業センサスより

不

動

産

業

漁

業

鉱

業

建

設

業

製

造

業

電

気

ガ

ス

熱

供

給

水

道

業

樹

園

地

0 119467

9

主

業

経

営

体

337 123

0.3

区

分 1.0 1.5 2.0

2.0

～ ～

11 13

31.9100.0 23.2

106

26.2

332
計

0.5

～

未満

804

11 34

草

地

団 地

当 り

面 積

小

計

(ha)１戸当り平均農用地面積 耕地の分散状況

196 2,787

161,073

19

R2  国勢調査

305

1230

3318 100

3.6

－

25.2

農

家

総

戸

数

経 営 耕 地 広 狭 別 農 家 数

（第７表-2）

100

83

１ 戸

25

乳 用 牛 肉 用 牛

480.23

109

0.65 3 380.23

1335

209

頭 （戸）

数　量

63.3

(戸)専兼別農家数

準主業
経営体

副業的
経営体

備 考

豚

利用戸数割合(%)
2

林

業

10.0

田 植 機 乾 燥 機

も     の以上

0.2 1.1 0.0

24

0.4

0

66

主 要 家 畜

242

田

9.1

12

5

（経営体） 0.5

ｈａ

1.0

～

市町村名

77

ト ラ ク タ ー コ ン バ イ ン

1.2

（台）

0.3

数　量

10.2

動 力 農 機 具項　　目

比率(%)

総

数

（人）（人） （人）

100

5,552

農

業

第 ５ 節 地 域 農 業 の 概 況

市町村名

項 目

（人）

東伊豆町

備 考

（人）（人） （人）（人）

運

輸

通

信

業

卸

売

小

売

業

飲

食

店

（人） （人）

197

34

87320 3,225

数

0.63

～

15.0

0.20

（人） （人）

金

融

保

険

業

サ
ー

ビ

ス

業

36.4

1,714

兼 業

2,206

1,019

0.33 0.75

2.7

当 り

団 地

計

3,308

比 率 (％)

344

4

3.0

34

42 0.51

0.78

計

河津町

380

8,860 724

8.2

7

市
町
村
名

100戸当数量(台)

87

ｈａ

45

49 10

～

57 24

1.5

例外規定

受 け る

1

～

7

（台）

5

（戸）

東伊豆町

河津町

5.0 10.03.0

(経営体)

15.0

3.3 3.9

5.0

～ 畑
の摘要を

1 0.51

0.78

-

-

0.47

-0.65

（第７表-1）

（人）

R2  国勢調査3173

4

0.23

0.220.23

312 3

0.28

公

務

員

（人）

－ －

0.23.4

そ

の

他

（人）

1.0 31.5

53 143

2.2

53 132

11.5

頭

数　量 戸　数数　量戸　数

6

（戸）

戸　数

26

－ －

数　量

（戸）

戸　数数　量 戸　数戸　数

（台）

数　量

頭

27

戸　数

（戸） （台） （戸） （戸）

－ －－

2 12

2 2

471 106

27

6

9

（第７表-3）

備 考

東伊豆町

河津町 158 51

26174

－ 10 －



４ ． 主 要 作 物 作 付 状 況

５ ． 農　業　の　動　向

農業センサス A:2020年 ・ B:2015年 ・ C:2010年 2020年版では、統計調査されていない項目がある。

S61

備考東伊豆町 河津町

R3

S45

H5

S47

地域指定等

-

農 業 振 興 地 域

過 疎 地 域

山 村 振 興 地 域

特定農山村地域

S47

農業経営の減少に
よる

以降、市町ごとの統計データなし

-

0.6

市 町 村 別 延 作 付 率 (%)
26.0

1,309 12.6

-

豚

2

7.5

1.7

1,826 18

生産環境の変化に
よる

動 力 農 機 具

コンバイン

田

畑

88.3

4.3

0.6

作 付 率

(%)

4.3

0.6

-

-

110.0-

Ｂ

耕 地

大 家 畜

ト ラ ク タ ー

Ａ 機 具 名

71.7

78.2

土 地

Ａ

-

81

85.5

53.5 -

61.5- -

S44

H5

S61

64

第54次 静岡農林水産統計年報
（町全体）

1,826

2,169

3,279

ｈａ

26.1

ｈａ

作 物 名

水 稲

い ち ご
2 3,279

－

小 計
6

5,627

2,169

2
表 作

ば れ い し ょ

502

総 耕 地 面 積
342

（第７表-5）

ＡＢ

1,309

99

作 物 名

5,627

田 植 機
-

-73.7-

区 分

市 町 村 名

20.1

26.1

半 島 振 興

耕地面積の減少、
水稲の生産調整。
営農形態の変化に
よる。

当 り 収 量
作付面積

(ha)

東 伊 豆 町

88.688.6

（平成 月 現在）

379 ha

単位面積
当り収量
kg/10a

農地転用による減
少

農業従事者の高齢化及び後継
者の農業離れによる

変 化 の 理 由

総 農 家 数

74.2 57.6

家 畜 名 ＢＡ

-

肉 用 牛

Ｂ

乳 用 牛

91.6

85.1

Ａ

養 鶏

総 農 家 数

項 目

水 稲

-

-
主 業 経 営 体

準 主 業 経 営 体

副 業 的 経 営 体

78.2

計

（C年を100とす
る指標）

45

河 津 町

畑

裏 作

小　計

だ い こ ん

田

甘 夏
樹
園
地

小 計

区 分

変 化 の 状 況

温 州 み か ん

項 目

2

89

36

2

6

29

作付面積
(ha)

502

作付面積
単位面積
当り収量
kg/10a

Ｂ

主 要 作 物

46

2

単位面積

76.1

2

2

農 家

91.6

地 目

18

29

備　　　　　　　　　　考

（第７表-4）年
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１ ． 要　　　　旨

２ ． 事　業　別　面　積

１ ． 営 農 計 画 の 概 要

 本地区の農業は、柑橘、花卉、いちご等の農業が複合栽培で営まれている。今後においても耕作放棄地の増大を抑制しつつ、複合的農業を地域営農の基本としその振興を図る。

２ ． 土 地 利 用 区 分 （第９表-1）

（ｈａ）（ｈａ）

備 考

7.5

15.9

田
輪換

耕地

小

計

1.8

2.1

普 通 畑

（ｈａ）

計
備　　　　　　　　　　考

そ の 他

（ 重 複 受 益 ）

0.8

計 画

現 況

山    林

（ｈａ）（ｈａ）

18.0

（ｈａ）

計

原    野

0.7

（ｈａ）（ｈａ）（ｈａ）

輪　　換

耕　　地

（ｈａ）

△ 3.2

小

計

0.7

15.48.8

15.2

-3.2

15.9

15.4 1.8

11.6

（ｈａ）

11.6

目的とする。併せて、農業生活環境の整備を行い、農村環境の保全や都市との交流による中山間地域の活性化を目標とする。

（ｈａ） （ｈａ） （ｈａ）

本地域は、中山間地域に位置しており、中山間地域農業農村総合整備事業でほ場整備及び農道整備を行うことにより、農業生産性の向上や労力の節減を図ることを

現 況

（第８表）

7.5

（ｈａ）

18.00.7

小

計

営 農 計 画 及 び 土 地 利 用 計 画

15.9

牧 草 地

△ 3.2

（ｈａ） （ｈａ）

8.8

樹
園
地

牧
草
地

18.0

普
通
畑

（ｈａ） （ｈａ）

6.80.7

（ｈａ） （ｈａ） （ｈａ） （ｈａ）（ｈａ）

15.2

11.6

田

（ｈａ） （ｈａ）

土地利用
区分

一 般 計 画

中山間地域農業農村総合整備事業

田
普
通
畑

事  業  名

牧
草
地

輪換

耕地

樹
園
地

普
通
畑

牧
草
地

（ｈａ）

輪換

耕地

（ｈａ）

樹
園
地

（ｈａ）

15.2

樹 園 地 茶    園 小   計

（ｈａ） （ｈａ） （ｈａ）

15.9

2.1 18.0
中山間
地域農
業農村
総合整
備事業

伊 豆 河 東

計

第 ４ 章

第 １ 節

土地
利用
区分

計 画

農 道 整 備

事

業

名
区分

田

（ｈａ）

6.6

6.6

第 ２ 節

ほ 場 整 備

事業目的

計

事 業 計 画 の 要 旨

0.8

－ 12 －
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３ ． 作　付　体　系

播種 ○ 定植 × 収穫 △

※　下段は裏作

×

事
業
名

中
山
間
地
域
農
業
農
村
総
合
整
備
事
業

△

採
苗 ×

△
-     

採
苗 △

××× △

△
採
苗

イチゴ 畑
0.1    
-     

△

-     
△×

ハウスみか
ん 樹園地

0.4    
△

△

△

△
-     

レモン 樹園地
1.0    
-     

△△

△

△

-     

-     

△

普通温州
みかん

樹園地
3.2    

計
　
画

ニューサマーオ
レンジ 樹園地

6.0    

カーネー
ション

畑
0.4    

△

〇
-     

× △

採
苗

△ 〇×

× △

キャベツ 田
0.1    

〇

イチゴ 田 △

× △

×
採
苗

採
苗

-     

△×
-     
0.1    

△
0.1    

△

-     
甘夏 樹園地

2.6    
△

普通温州
みかん

樹園地
2.3    

△△

10 116 71 2 63 4

項
目

経営類型
土地利
用区分

面積
(ha)

1年目 2年目 3年目

82 911 12 14 5 6 7 8 9 101 2 3 8 9 10

樹園地
3.9    
-     

△ △

5

△甘夏 樹園地
3.9    

4

△

3 1275

△

（第９表-2）

△

△

△

11 12

現
　
況

ニューサマーオ
レンジ

-     

田
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４ ． 生　産　計　画

５ ． 労　働　改　善　計　画

100.0100.0

計

千本/10a

0 3,500 3,500.0 0.0 35.0 35.0
レ モ ン

0.0 1.0 1.0 100.0 100.0

0.0 21.1 21.1

100.0 100.0 0 3,000 3,000.0 0.0 63.0 63.0

千本

単位面積当り収量 (kg/10a)

計

作　物　名土地
利用
区分

項
目

522.0

カーネーション
0.0

34.6

65.0

計 画

17.4

17.4

項    目

樹
園
地

同左生産量増減の内訳

面積増減量
単位面積当

（ｔ）

増 減計 画
備 考

（ｈａ）

6.6 6.0

機 械 力

0.6

区 分

計 画 増 減

572.5

572.0 572.0

575.9

5,000.0 0.0

52.0

現 況

5,000

218.7236.1

収 量 増 加

100.0 100.0

（第９表-3）

65.0

0.5

0.0

現 況

作 付 面 積

甘 夏

ニ ュ ーサ マー
オ レ ン ジ

（第９表-4）

備 考
(hr/10ａ)

増 減 計 画

0.5

4,000

現 況

3,409 3,920100.0

（％） 生 産 量作 付 率

単 位 面 積 当 り 労 働 投 下 量

地 目 名

5,274.0

1.3

6.1

1.3

人 力

0

3,478

増 減現 況 計 画
作 付 面 積

人 力

計

5.6

3.4511.0

0.5 100.0

機 械 力

100.0

0.1 0.1

現 況

0.0 2.1 2.1

3.40.1 0.5

0 5,274

事

業

名

中
山
間
地
域
農
業
農
村
総
合
整
備
事
業

事 業 名 作 物 名

計

田

0 143 143.0 0.0

3.9
い ち ご

0.4

100.0

ハ ウ ス み か ん
0.0 0.4 0.4 100.0

畑

1.3 100.00.8温 州 み か ん
( 普 通 )
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６ ． 級 地 別 土 地 利 用 区 分

７ ． 土　地　配　分　計　画

一 級 地三 級 地二 級 地 四 級 地
土地

利用区分

計

田
（戸）

そ の 他

級地名 四 級 地一 級 地 計

区　 分

( 牧 草 畑 )

輪 換 耕 地

畑

備 考

樹 園 地

二 級 地 三 級 地 計

農 用 地 造 成 (ha) 干 拓 (ha)

( 普 通 畑 )

田

（第９表-5）

農

地

畑
輪換耕地

項　目

（第９表-6）

備 考

(ｈａ)
配　分　戸　数

牧 草 畑 樹 園 地普 通 畑区　分

地 目 別 配 分 計 画

（ 果 樹 園 ）

増 反

入 植

計

－ 16 －



１ ． 計     画     基     準     年 該当なし

２ ． 計 画 か ん が い 方 式 該当なし

３ ． 計  画  用  水  系  統 該当なし

４ ． 計　画　用　水　量

か ん が い 用 水

営 農 飲 雑 用 水

消

費

水

量

0.0000

損

失

量

(％)

15

150.0000

(㎥/s)

0.0000

150.0000

0.0000

0.0000

15

－

系

統

名

対 象 面 積

事 業 名

0.0000

0.0000 0.000015－

－

－ － －

最 大 給 水 量

－ － － － － －

中山間地域総合
整備事業

水

田

畑

面 積 (ha)

計

(㎜/日) (㎜) (㎜/日) (㎜)

普 通 期１ 日当り
計画平均
かん水深

平均
間断
日数

0.0

－

項

目

0.0

普 通 期 代 掻 期

計画平均
単位

用水量

－－

（２）

区 分 利 用 目 的

0.0

水 田 か ん が い

面

積

(ha)

計画代掻
単位

用水量

－

(日)

－

平均
間断
日数

0.0 0.0 －－

計画平均
単位

用水量

計画代掻
単位

用水量

－ － －

－

－

備考

（１）

（第１０表-1-2）

補
給
回
数

関
係
戸
数

－

畑 地 か ん が い

面

積

(㎥/s)

最 大

－ －

日 当 り 給 水 量

0.0000 0.0000

面

積

面

積

(ha) (㎥/s)

水 田 か ん が い 畑 地 か ん が い
粗 用 水 量

0.0 －

－ －0.0

－ － －

計

備 考
単 位 給 水 量

（第１０表-1-1）

－ 0.0000 0.0000

平 均

－

(ha)

種別

－

0.0

田 畑 輪 換

－

0.0000

(㎜/日) (日)(ha)

0.0000

－ －

代 掻 期
１ 日当り
計画平均
かん水深

－

－

(㎜/日)

－

－

0.0

0.0 －

第 ３ 節 用 水 計 画

－

－ 17 －



５ ． 水　源　計　画

水 利 用 計 画

用　水　対　策

貯　　水　　池

井 堰 及 び 自 然 取 水 口

不 足 量

区 分

純 用 水 量

（第１０表-2-1）

計

全 用 水 量

損 失 水 量

（ア）

貯 水 池 名 計

(ha)

備 考

(千㎥) (千㎥) （回） (㎥/ｓ)

農　　　　業　　　　用　　　　水　　　　　(　　貯　　　水　　　量　　)

現　　　　況　　(㎥/s) 計　　　　画　　(㎥/s) 備 考

（第１０表-3）

有 効 雨 量 純 用 水 量

ｅ ｆ

(千㎥)

水 源 量

(千㎥)

粗 用 水 量

ｄ＝α（1-ａ）

不 足 量

ｈ＝ｄ-ｅ

(千㎥)

ｇ＝ｃ-ｆ

純 不 足 量
利用可能量

(千㎥)(千㎥)区 分 (千㎥) (千㎥)

項 目

利
用
可
能
量

水 源

工 種

水 源 保 存 量

水 源 名 水 量
全 不 足

備 考

(千㎥)

利用可能量

ｂ

現 況 利 用 可 能 水 量

田 畑 面取 水 地 点

（２）

（ｈａ）

(ha)

河 川 名

か ん が い 面 積

流 域 面 積 備 考
取 水 量

最 大 (㎥/s)

項 目

(㎥/s)取水施設 計

直 接 間 接

(㎥/s)

事 業 名

利 用 貯 水 量 利 用 回 数

平 均

渇 水 量

（第１０表-3）（イ）

最 大 取 水 量流 域 面 積
か ん が い 面 積

事 業 名
有 効 貯 水 量

(千㎥)

消 費 水 量

（１）

ａ ｃ＝ａ-ｂ

項 目

水 量

－ 18 －



揚　　水　　機

用　　水　　路

そ の 他 の 水 源 該 当 な し

水　温　水　質 該 当 な し

0.0

備 考構 造

（ｈａ）
延 長

(㎥/ｓ)

か ん が い 面 積

中 山 間 地 域 総 合 整 備 事 業
最 大 通 水 量

（３）

（エ）

項 目

名 称

（オ）

名 称

水 源 名

項 目

水 田 畑 計 (ｍ)

（第１０表-6）

計 (㎥/s)

備 考

(㎥/s) (㎥/s)(ｍ) (台)

全 揚 水 量

揚 水 機

台 数

（ウ）

(㎥/s)

(ha)

実 揚 程 揚 水 量事 業 名 最 大 平 均

（第１０表-5）

か ん が い 面 積 所 要 水 量
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１ ． 計 画 基 準 雨 量 該当なし

２ ． 計 画 排 水 方 式 該当なし

３ ． 計 画 排 水 系 統 該当なし

４ ． 排　　水　　量

５ ． 排  水  対  策

排  水  水  門

排    水    機

排    水    路

そ　　 の 　　他

延 長

基 準

雨 量

平 地

流 域 面 積

(m)

受 益 面 積 降 雨 に よ る 直 接

単 位 流 出 量

計 画 排 水 量
事 業 名

排 水 量

名 称

項 目

項 目

排水
系統名

（４）

名 称
計画降水量 計画洪水位

備 考

排 水 機

実 揚 程 排 水 量

排 水 本 川

(㎥/s)

台 数
名 称

(ha)

事 業 名
計 画 排 水 量

地 区 内

湛 水 深 (m)

（３）

（２） （第１１表-3）

流 域 面 積
受 益 面 積 (ha)項 目

(ha)

項 目

単 位 排 水 量流 域 面 積

(ha)

平 地
山 地

平 地

第 ４ 節 排 水 計 画

水田 畑 山 地計

（第１１表-1）

(ha)

機械排水

(m3/s)基 底 流 量 全 洪 水 量

(㎥/s/ha) (㎥/ha)

山 地

備 考(m3/s/ha)

名 称 (㎥/s)

平 地 平 地自然排水山 地 山 地

（１） （第１１表-2）

(㎜)

名 称
備 考

排 水 本 川

計 画 降 水 量 計 画 洪 水 位排 水 量

(㎥/s) (m)

流 域 面 積

(㎥/s) 湛 水 深

受 益 面 積

地 区 内

(ha)

全 排 水 量

(m) (㎥/s) (m)

(ha)
計 画 排 水 量

(㎥/s)水田

（第１１表-4）

(m)(ha)

受 益 面 積

(m) (㎥/s)畑 計

備 考構 造
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６ ． た　ん　水　検　討 該 当 な し

１ ．道 路 及 び 索 道

道　　　　　路

索　　　　　道

２ ．路 線 配 置 図

別紙全体計画図

１ ．農 用 地 造 成 計 画

２ ．土　壌　改　良

（第１２表-1）

（第１２表-2）

主 要 作 物 備 考

リ ン 酸 吸 収

係 数

標 準 区 画 の 形 状

土壌統(区)名
ｐＨ

Ｈ2Ｏ ＫＣⅠ

自 然 傾 斜
地 目 名

項 目

第 ５ 節 道 路 計 画

（２）

長 野 農 道

第 ６ 節

区 分

項 目 置 換 酸 度

(ha)

ha 当 た り 所 要 量

石 灰 有機質資材

(mg/100g)

（第１３表-1）

（第１３表-2）

アスファルト舗装

既 設 道 路 と の 関 係 備 考

備 考

(ｔ) (ｔ) (ｔ)

リン酸質資材

農 用 地 造 成 計 画

( Ｙ1 )

耕 地 の 形 状

面 積

（１）

× 構 造

接 続 道 路 名延 長 (m)

267 アスファルト舗装

拡　　　　幅

延 長

備 考

新　　　　設4.5 ×

4.0

（有効）路 線 名
項 目

1,090

虎 丸 農 道

幅員

×

能 力 (t/hr)

(ｍ)

項 目
路 線 名
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１ ．計 画 基 準 雨 量 該 当 な し

２ ．計画洪水量及び調節量

３ ．貯　水　池

４ ．洪 水 調 節 検 討

河川改修計画との関係 該 当 な し

洪水調節が下流に及ぼす影響 該 当 な し

計画基準雨量以外の降雨についての検討 該 当 な し

５ ．管　理　計　画

管理機構 該 当 な し

ダム管理操作上の各種基準 該 当 な し

洪水調節要領 該 当 な し

延 長

地 点

洪 水

洪 水 量

(㎢)

調 節 量

(㎥/ｓ)

ピ ー ク 時

(㎥/ｓ)

安 全

(hr)

計 画

(㎥/ｓ) (㎥/ｓ)

流 域

面 積

洪 水 調 節 計 画

（第１４表-1）

（第１４表-2）

可能調節流量

最 大 調 節 量

(㎥/ｓ)

調 節 後

(㎥/ｓ)

ピ ー ク 時必 要

調 節 の 量

(㎥/ｓ)

洪水調節容量 多 目 的

(㎥/ｓ)

洪 水 量

備 考

第 ７ 節

調 節 後 流 量 最大流量の差

調 節 前 後 の

最 大 流 量

（第１５表）

直 接
備 考

到 達 時 間

(m/s)(㎞)

気 圧

流 域 面 積 ( ㎢ )
計 画 洪 水 量

貯 水 量 ( 千 ㎥ )

(hpa)

(㎥/s)

（ｍ）

計 画 高 潮 水 位

(T.P.m)

風 向 及 び 対 岸 距 離 風 速

(㎥/s)

計画調整流量項 目

貯水池名

（１）

（２）

（３）

（１）

（２）

間 接 有 効
(㎥/s)

（３）

第 ８ 節 干 拓 計 画

項 目

名 称
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１ ．区　画　整　理

区　画　形　状

表　土　扱　い

末 端 道 水 路 配 置 図 該 当 な し

２ ．暗　渠　排　水

３ ．客　　　　　　土

４ ．農　地　保　全

防　災　林

間 隔

(㎜/日)

単 位 排 水 量

現 況 計 画

52m 70

面 積

(ha)

計

(㎜/日)

-

建設発生土にて盛土を行うため7.4

土 壌 統 ( 区 ) 名

第 ９ 節

(m)地 下 水 位 下 の 排 水 方 式

備 考

60

（第１６表-1）

計 画 後 の 集 水 渠 出 口 以
備 考

項 目

（第１６表-2）

備 考

区 分

44,400

（第１６表-4）

- 中川

現 況 計 画

基 準 雨 量

備 考

全工区

(cm)

受 益 地

(％)(㎥)

(ha)

客 土 量土壌統(区)名

作 土 の 厚 さ (cm)

事 業 名

平 均 平 均 平 均

減 水 深

(ha)

割 合

(％)

面 積

区 画 面 積

(ａ)

全 体 面 積

幅

(m/s) (ｍ)

(客土材料) (％)

長 辺 短 辺

土 量

(cm) (㎥)

最 大 風 速

3.9

小杉山

扱 い 深
表 土 扱 い 要 否 の 理 由

× 30m

虎丸

（第１６表-5-1）

（第１６表-3）

項 目

農 用 地 整 備 計 画

備 考

面 積

事 業 名

（３）

(ha)

(ｍ)

(l/s/ha)

田 面 差

-

10a 当 り

田尻

（１）

1.4

×

×147m 60m

140m ×

区 分 平 均

-

土 壌 の 性 質

採 土 地

140m ×

87

（２）

2.0125m 44

2.347m 60

（１）

区 分

項 目
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排　水　工

侵 食 （崩壊） 防 止 工

１ ．洪 水 吐 改 修 計 画

該 当 な し

該 当 な し

２ ．堤 体 補 強 計 画 該 当 な し

３ ．取水施設改修計画 該 当 な し

１ ．貯　水　池 

(㎢) 堤 高

(ｍ)

項 目

流 域 面 積

堤 体

位 置 支 配 面 積 (ha)
項 目

(㎥/s/ha)

堤 体 積

区 分
土 性

基 準 雨 量

堤 長

備 考

（第１７表-1）

備 考

単 位 排 水 量

(千㎥)

(千㎥)貯 水 量

機 能

(㎥/s)

流 出 率 全 排 水 量

総 貯 水 量

位 置

(㎜/日)

排 水 量

老朽ため池改修計画

（１）

（２）

有 効 貯 水 量

第 ５ 章

備 考

取 水 施 設
型 式

（第１６表-5-2）

施 設 名

型 式

（２）

（３）

第 １ ０ 節

備 考洪水量 (㎥/s)

名 称

基 盤 ・ 地 盤

(㎥/s)型 式 放流量
洪 水 吐

(㎥/s)

地 質(ｍ)

（第１６表-5-3）

直 接 間 接

放 流 施 設
取水量型 式

計画基準雨量

計 画 洪 水 量

第 １ 節 用 水 施 設

主 要 工 事 計 画
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２ ． 頭　　首　　工

３ ． 揚　水　機　場

４．用　水　路 

１ ． 排　水　水　門

２ ． 排　水　機

３ ． 排　水　路

揚 水 量

(㎥/s) 動 力

（第１８表-3）

中 山 間 地 域 総 合 整 備 事 業

固 定 部 可 動 部

支 配 面 積

計畑

(ha)

排 水 量 延 長 （ ｍ ）

水路名 水田

口 径 ( ㎜ ) 台 数 ( 台 )

主 要 構 造 物

項 目

構 造

そ の 他

構 造

開 渠

名 称
位 置

そ の 他

形 式

（第１７表-4）

備 考

水路名

（ ｍ ）延 長

形 式

項 目

揚 程項 目 排 水 機

備 考

受 益 面 積

総 延 長

全 揚 程

型 式
計

位 置

堤 長堤 体
付 帯 施 設

備 考

名 称

排 水 量

(㎥/s)

(ｍ)

外 水 位

(ｍ)

－

畑 計

排 水 施 設

名 称

項 目
位 置

（第１７表-3）

(ｍ)
形 式

内 水 位

項 目

名 称 (㎥/s) 実 揚 程
備 考

水田 総 延 長

取 水 位

（ｍ）

位 置
揚 程 揚 水 機

原 動 機

台 数 ( 台 )

( ｍ ) 原 動 機

口 径 ( ㎜ )

備 考
(ｍ)

実 揚 程

（第１８表-1）

台 数 ( 台 )

（第１８表-2）

(ｍ)
備 考

（第１７表-2）

取 水 量

全 揚 程 型 式台数(台)

開 渠

型 式

構 造 主 要 構 造 物

動 力

揚 水 量

通 水 量

(㎥/s)

(ha)

(㎥/s)

第 ２ 節

(㎥/ｓ)
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該当なし

１ ． 道　　　　路

道 路 の 総 括 表

道 路 主 要 構 造 物

２ ． 索　　　　道

11.0

10.0

267

1,090
表層(密粒度ｱｽｺﾝ)   t=4cm

最 小 曲 線

（％） （ｍ）

同 左 の

道 路 及 び 索 道

付帯水路工

延 長

（２）

1,357計

名 称

アスファルト舗装

(ｍ) 型 式名 称 (ｍ)

表層(密粒度ｱｽｺﾝ)   t=4cm

項 目 高 低 差

第 ３ 節

（ｍ）

規 模 構 造

（第１９表-2）

路 線 名

付 帯 構 造 物

×

(ｔ/ｈｒ)

路 線 名

1564.5

勾 配

U 字 側 溝 929 m

備 考

虎 丸 農 道

長 野 農 道

（第１９表-1）

上層路盤(粒調砕石)   t=12cm アスファルト舗装

－

103 －

付帯水路工 U 字 側 溝 534 m

4.0 ×

上層路盤(粒調砕石)   t=12cm

延 長

(ｍ)

４ ． そ　　の　　他

（１）

最 急

半 径

原 動 機

延 長

延 長

(ｍ)

構 造

動 力

備 考
箇 所 名

(箇所)

能 力

名 称

数 量

(延長)m

×

項 目

（第１９表-3）

備 考

農 道

項 目

構 造

幅 員

(ｍ)区 分
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１ ． 農 用 地 造 成 工

抜　　　　　根

除　　　　　礫

開　墾　作　業

地　目　変　換

末 端 用 水 路 等

備 考

工 法

（５）

区 分

地 目

(ｈａ)

（４）

項 目

第 ４ 節

（１）

計

（２）

区 分

(ha)

（第２０表-1）

項 目
備 考工 法

備 考

工 法

（第20表-4）

樹 径

計

計

（第２０表-2）

(ｈａ)
備 考

面 積ha 当 り 本 数

(本/ha)

農 用 地 造 成

樹 種
(㎝)

項 目

面 積

(ha)

ha 当 り 標 準 除 礫 量

区 分

（第２０表-3）

面 積
工 法

区 分

項 目

（３）

項 目

(㎥/ｈａ)(㎝)

区 分

造 成 工 法

面 積
備 考

対 象 土 層 の 厚 さ

（第20表-5）

数 量 規 模 構 造
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末 端 排 水 路 等

２ ． 土　壌　改　良

該 当 な し

頭　　首　　工

導　　水　　路

１ ． 堤　　　　　防

有 機 質 資 材 量

(ｔ)

堤 長

備 考

可 動 部

区 分

区 分

第 ５ 節 洪 水 調 節 施 設

（ｋ㎡）
形 式

名 称

２ ． 頭首工及び導水路

集 水 面 積 堤 高

１ ． 貯　　　 水 　　　池

備 考計 画 洪 水 位

延 長 (ｍ)

原 地 盤 標 高

固 定 部

（６）

項 目
数 量 規 模

（第20表-6）

（第２１表-2）

(ｔ)

位 置

構 造

（１）

(ｔ)

（ｍ）

(ｍ)

(ｍ)

り ん 酸 質 資 材 量

構 造

計

（第２０表-7）

(ha)
備 考

（第２１表-3）

勾 配構 造 備 考
そ の 他水 路 名

項 目

項 目 石 炭 量面 積

通 水 量

総 延 長(㎥/ｓ) ト ン ネ ル

（２）

付 帯 施 設 備
計

延 長

(ｍ)
上 流 斜 面

盛 土 高堤 頂 標 高

(ｍ) (ｍ)
下 流 斜 面

盛 土 標 高
平 均 最 低

（第２２表-1）

備 考

(ｍ)

第 ６ 節 干 拓 施 設

形 式

項 目

名 称 及 び 舗 装

－ 28 －



２ ． 潮　　止　　め

４ ． 埋　　　　　　立

１ ． 区　画　整　理

末 端 用 水 路 等

末 端 排 水 路 等

項 目

第 ７ 節

数 量

工 区 名

（２）

項 目
数 量 構 造

表 土 扱 い

(ha) (㎥)
備 考

(㎥)
面 積

土 量

農 用 地 整 備 計 画

面 積

備 考

土 量

（第２３表-1）

標 準 区 画

整 地 工

規 模

（３）

規 模

(ha)

構 造

（第23表-2）

区 分

備 考
区 分

（第23表-3）

備 考
敷 高 標 高

(ｍ)

潮 止 め 堤 標 高

(ｍ)(ｍ)

埋 立 土 量

(㎥)

面 積

名 称

最 大 流 速

(m/ｓ)

(ｍ)

（第２２表-2）

施 工 方 法

３ ． 付　属　施　設

項 目

名 称 (ha)

（第２２表-3）

備 考
埋 立 標 高

床 固 め 構 造
項 目

工 法
幅 員
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２ ． 暗　渠　排　水

暗　渠　排　水

心　土　破　砕

３ ． 客　　　　　　土

４ ． 除　　　　　　礫

(㎝)

集 水 渠
面 積 (ha)

勾 配 管 種
管 径 延 長

備 考

吸 水 渠

（第23表-4-2）

運 搬 方 法 備 考

計

（第２３表-5）

管 径
備 考

深 さ 間 隔
勾 配 管 種計

(m/ha)(㎜)

事 業 名

(㎜)
名 称 構 造

延 長

(m/ha)(ｍ)

集 水 渠 出 口 以 下 の

排 水 施 設

数 量

(m/ha)(ｍ)

（１） （第２３表-4-1）

区 分

項 目

備 考

（第23表-6）

面 積

項 目 対 象 土 層 の 厚 さ ha 当 り 標 準 除 礫 量

工 法

土 取 場 土 量

(ha)

(㎥/ha)名 称

（２）

計

客 入 土 量
（ｈａ）

(㎥) (㎞)

区 分 (㎝)

面 積ha 当 り 標 準 除 礫 量

計

計

運 搬 距 離
事 業 名

区 分

項 目

(㎥)

項 目

(ha)

面 積
工 法

対 象 土 層 の 厚 さ

(㎥/ha)
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５ ． 農　地　保　全

防　　災　　林

排　　水　　路

侵　食　防　止　工

老 朽 た め 池 改 修 施 設

１ ． 貯　　水　　池

洪 水 吐

流 域
(㎢)

形 式
洪 水 量

堤 体

(ｍ)(㎥/ｓ)

幅

流 量

(㎥/ｓ)

（３）

構 造
項 目

(ｍ)

種 目

区 分

延 長

延 長 植 栽 本 数

(本)

名 称

(ｍ)

（第２３表-9）

備 考

計

第 ８ 節

形 式
堤 高

(ｍ)

位 置

(ｍ)

数 量

（第 ２４ 表）

堤 体 積

名 称

計

形 式
(㎥/ｓ)

取 水 量
備 考

規 模
備 考

面 積

(ha)

（第２３表-7）

（第２３表-8）

備 考

（１）

計

（２）

項 目

区 分

(ｍ)

構 造 備 考

樹 種
(ｍ)

(ｍ) (千㎥)
備 考

堤 長 幅堤 長 貯 水 量

取 水 施 設
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２ ． 堤 体 補 強 施 設

該 当 な し

該 当 な し

鳥 獣 害 侵 入 防 止 施 設

該 当 な し

1.　工　　　期

1.　地域環境の概況

本地区は、東伊豆町及び河津町の田園空間マスタープランでは環境創造区域に指定されており、環境に配慮した計画・施工を行うものとする。

 整備にあたり、自然と共生する環境の創造に積極的に取り組み、生態系や環境及び地域循環に配慮した施設の導入を図ることで、農業・農村の有する多面的な機能が

十分に発揮される環境づくりを目指す。

15：

名 称

付 帯 工 事 計 画

第 ８ 章 環境との調和への配慮

施 設 内 容 規 模 対　象　動　物　等　の　状　況 施 設 の 現 状

完 了 予 定 令 和

備考

8

工事の着手及び完了予定時期

令 和着 手 ： 年 度

第 ６ 章

第 ７ 章

年 度

第 ９ 節

（１） 法 面 保 護 施 設

（２） 漏 水 防 止 工
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換地計画を作成する上での基本的な考え方

換  地  区  の  設  定

１ ． 換地区の名称、所在、面積

換地区域外の受益0.3ｈａを除く。

２ ． 換地区を設定する理由

換 地 計 画 樹 立 の 基 本 方 針

１ ． 従前の土地の地積の基準

　土地改良事業計画確定の日の登記簿地積とする。また、確定の日から6ヶ月以内に測量

士、測量士補又は、土地家屋調査士の測量した実測図及び隣接所有者の同意書を添付

して申出があった場合は、その申出のあった地積とする。

地 積 の 基 準 備 考

9.3

伊豆河東地区　田　尻工区 河津町見高 2.3

伊豆河東地区　中　川工区

換 地 区 名

（第２５表-2）

第 ３ 節

換地区については、農地の分散状況、土地利用条件及び整備内容に伴う減歩の差等を考慮し、早期に計画的な換地処分を図るため４換地区を設定する。

換 地 区 名

第 ９ 章 換 地 計 画 の 概 要

（第２５表-1）

第 １ 節

  当該事業により、工事前の土地の区画、形質が著しく変更されるため、従前の権利関係を換地処分により、工事後の土地に確定する。

   これは、農用地の集団化により農業構造を改善する事が目的である事から換地計画を定める必要がある。

第 ２ 節

伊豆河東地区　虎　丸工区

東伊豆町稲取 1.7

伊豆河東地区　中　川工区

伊豆河東地区　小杉山工区

伊豆河東地区　小杉山工区 東伊豆町稲取 1.4

計

換 地 区 の 所 在
面 積

伊豆河東地区　虎　丸工区

伊豆河東地区　田　尻工区

備 考
（ｈａ）

河津町見高 3.9
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２ ． 用 途 別 予 定 地 積

機能交換に係る土地

３ ． 農 用 地 集 団 化 の 方 針

区 画 畦 畔 の 取 扱 い

合

計

合

計

施

設

用

地

公

共

用

公

用

・計

通常事業施行地
域に含める土地
(令第1条の4()書)

県国

一

般

国

公

有

地

非　農　用　地　区　域　外　に　換　地　す　る　土　地

改
良
区

計

そ
の
他 そ

の
他

１ 戸 当 り 目 標 団 地 数

そ
の
他

区 分 地 帯 別 、 グ ル ー プ 別 個 人 別 換 地 の 方 法

位 置 の 選 択 方 法

施

設

用

地

宅

地

（第２５表-3）

本事業によって
生ずる土地改良

施設用地

異
種
目
換
地

山
林
・
原
野

非 農 用 地 区 域 に 換 地 す る 土 地

農

業

経

営

施

設

用

地

合

理

化

経

営

上

必

要

な

（第２５表-4）

総

合

計

合

計

0.0

0.0 3.9

そ
の
他

土
地
改
良

市

町

村

他

生

活

条

・

宅

地

等

特 定 用 途 用 地

計

団 地 の 設 定

3.2

従前の土地
(実測)

2.1 0.1

従前の土地
(登記簿)

2.1 0.1 1.3

3.9

3.5

0.1 1.6

3.91.3 0.4 0.4

0.2 2.4

田　尻

中　川

3.5

3.5

用 途

(取得
予定者)

小
計

換
地
区
名

前

後

計田
樹
園
地

2.2

0.1 0.1 3.3

従前の土地
(実測)

2.1 2.1

3.5

換地

虎
　
丸

0.6 0.6

0.4

3.2

0.4

田
　
尻

従前の土地
(登記簿)

2.2 0.0 2.2

0.0

0.2

0.2

2.3

従前の土地
(登記簿)

1.1 0.0

従前の土地
(実測)

1.5

0.2 2.3

2.0

2.1

換地

0.1 0.11.1

2.0 0.3 0.32.0

1.1

0.0 1.7

1.2

0.0 1.2

1.6 0.1 0.1

0.5 0.5 1.7

小
杉
山

従前の土地
(登記簿)

0.7 0.0 0.3

0.1

1.0 0.1

従前の土地
(実測)

0.9

換地 1.2

中
　
川

1.2

1.0

1.4

換地 0.9 0.1

0.1

0.0 0.4 1.3

1.1

1.3

0.4 0.4 1.41.0

0.1

計

従前の土地
(登記簿)

6.1 0.1 1.6

従前の土地
(実測)

6.6 0.1 1.8

1.0

7.8 8.6

8.5

0.8 0.8 0.07.8

1.8 1.8 9.3

虎　丸

農用地利用集積促進区域別
集団化

　各人の換地は、土地利用計画
を考慮し、育成すべき経営体の
経営農用地を中心に集団化す
る。

一戸当りの団地数はおおむ
ね１～２団地とする

畦畔なし

8.5 0.8 0.8 0.0 9.3

0.1

備 考
換地区名

換地 7.3 7.4 0.1 0.1 7.5

小杉山
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４ ． 非 農 用 地 換 地 の 方 法

土 地 の 評 価 及 び 清 算 の 方 法

１ ． 評　価　の　方　法

標準地比準方式

２ ． 清　算　の　方　法

増価額比例地積清算方式

換 地 計 画 樹 立 の 年 度 計 画

換 地 処 分 の 時 期 に 関 す る 特 則

　本地区の各工区ごとについて区画変更工事が完了し、確定測量が行われたときは、土地改良法第８９条の２第１０項で準用する同法第５４条第２項ただし書きに基づき換地処分を行

うことができるものとする。

（第２５表-5）

（第２５表-6）

第 ６ 節

換地取得予定者

備 考換 地 計 画 の 決 定 予 定 年 度 換 地 処 分 予 定 年 度

備 考
面 積

（㎡）
換 地 の 手 段非 農 用 地 区 域 の 位 置 の 概 略

小杉山 令和9年度～令和11年度 令和12年度 令和12年度

田　尻 令和9年度～令和11年度 令和12年度 令和12年度

中　川 令和9年度～令和13年度

区 分

第 ４ 節

換地区名

第 ５ 節

該 当 な し

令和14年度 令和14年度

虎　丸 令和11年度～令和13年度 令和14年度 令和14年度

換 地 区 名
一 時 利 用 地 の指定 予定 年度

区 分

用 途
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事　業　費　の　総　額　及　び　内　訳

（単位：千円）

効　　　　　　　　　　用

10,977

維持管理費節減効果 △ 1,563

地籍確定効果 90

（第２７表）

事 業 名 区 分
増加見込効果額 増加見込所得額

備 考
（千円） （千円）

- 〃

計 91,533 69,839

〃

総 費 用
(現在価値化)

△ 1,551 〃

営農に係る走行経費節減効果 34,265 -

1,369,353
千円

総 便 益 額
(現在価値化)

1,543,274
千円

総費用総便益比 1.12

国産農作物安定供給効果 3,848 -

第 １ １ 章

４ .換 地 費

246,000     180,000     426,000     

総 事 業 費

〃

27,474 食料の安定供給の確保に関する効果

営農経費節減効果 43,916 43,916 〃

中山間地域農
業農村総合整

備事業

作物生産効果

966,000     568,000     1,534,000   

５ .地 方 事 務 費 44,000      26,000      70,000      

事 業 費 922,000     542,000     1,464,000   

２ .測 量 設 計 費

３ .用地買収補償費

65,000      -           65,000      

小　　　　　計

676,000     362,000     1,038,000   

36,000      100,000     136,000     

145,000     80,000      225,000     

676,000     362,000     1,038,000   

１ .

工 種 名
ほ場整備 農道

小　　　　　　計

工 事 費

第 １ ０ 章

計 備　考
事業種目

（第２６表）
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関　連　す　る　事　業

該当なし

現　況　・　計　画　図　面

A3 （ 1 ／ 2,000 ）

25,000

第 １ ３ 章

）

）

２．土 地 利 用 計 画 図 （ 1 ／ 30,000

１．計 画 構 想 図 （ 1 ／

第 １ ２ 章

３．計 画 平 面 図
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全　　体　　計　　画　　図


